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令和６年度　事業報告 　未来を担う子どもたちが、地域の一員として地域のこ
とを学び、理解と関心を深めることで、地域への愛着や
誇りを育んでいます。今年度も地域の方の協力を得て、
地域ならではの活動や日本の伝統文化など、多様な学び
を通して交流を深めました。また、活動を通じて子ども
たちのことを地域の皆さんに知っていただく機会にもつ

ながりました。これからも子どもたちと地域がつながる応援をしていきます。本事業では、「赤
い羽根共同募金」（1 件につき上限 30,000 円）を活用しています。

福祉教育の学習で車いすの
使い方を習い、実際の現場
で介助体験を行いました。

口和小学校

紫陽花をドライフラワーの
リースにし、サロンの皆さ
んにプレゼントしました。

総領保育所

日本の文化や伝統を学ぶ
「ふれあい学習」の一環で
３年生が絵手紙に挑戦しま
した。素敵な作品が完成！

東小学校

「郷土を考える」をテーマ
に昔ながらの畑づくりを
行っています。

西城中学校

デイサービスの方から昔の
暮らしを教わり、折り紙やあ
やとりなどを楽しみました。

高野小学校

芸備線の内名駅の清掃に取
り組みました。待合所に子
どもたちが作った歓迎ポス
ターを掲示しています。

粟田小学校

老人会の方から花の寄せ植
えを教えていただき、町内
各所へ届けています。

比和小学校

菊づくりを「菊友会」の方
に教わり、育てた菊はふる
さと祭りで展示しました。

高小学校

田植えや菜園活動など１年
を通して交流し、敬老会で
感謝の気持ちをメッセージ
カードにして贈りました。

七塚保育所
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令和６年度　事業報告 　地域づくりや支えあいの仕組みづくり、世
代間交流など、地域で活動を始めようとして
いる団体を応援しています。今年度は市内の
11 団体の取り組みに対し、「赤い羽根共同募
金」（1 件につき上限 50,000 円）を活用し
ています。

講演会「LIFE ～命を見つめる時間～」
【一般社団法人　庄原青年会議所】

　うつ病や自死が庄原市でも増えつつある現
状から、命の大切さについて考えていきたい
と思い立ち、ＮＰＯ法人あなたのいばしょ理
事長の大空幸

こ う き

星氏を招いて、‟ 生きることの
大切さ” について講演会を開催しました。悩
んでいる当事者、その
家族、地域の皆さんへ
命の大切さについて、
改めて考えるきっかけ
や啓発の機会になりま
した。

山遊びや畑を活用した世代間交流
【美湯ハイツ自治会青年部】

　美湯ハイツ団地内にある山や畑を活用し
て、世代間交流を行っています。地域の高齢
者が先生となって火起こしの仕方を子ども達
に教え、飯ごうでご飯を炊きました。また、
畑で育てた野菜を収穫し、調理をともに行い、
交流を深めました。

団体名 主な内容

庄原

古民家体験やまの家 築 120 年の古民家を活用した里山体験の運営

花 Hana マーケット実行委員会 交流イベントの運営、地域住民同士の居場所づくり

みんなの食堂 交流の場や居場所づくりとなるような地域食堂の運営

ワンニャン and ハンドメイド実行委員会 子どもから高齢者まで楽しめる交流イベントの運営

庄原ＧＢＣ（ゲートボールクラブ） 誰もが参加できるゲートボール大会の開催

みんなのまなび場〇〇（まるまる） 学校に行きづらい子どもの居場所づくり、保護者向けの勉強会

西城 大佐村を伝承する会 地域伝承のしめ縄づくりを通じた世代間交流

東城 共に生きる仲間　つばさの会 ひきこもり支援に関する勉強会や研修会の開催

比和 比和　きずな会 住み慣れた地域で暮らすための健康づくり、福祉大会の開催

●その他の取り組み
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公共料金の支払いや生活費の
ことが自分一人では難しい
と感じるようになった

大事なものをどこに片づけたのか
忘れやすくなり不安に思う

身寄りもなく一人なので、
入院や入所の手続きをどう
すれば良いか不安

　行政やサービス事業所から届いた大切な郵便
物。でも、どのようにしてよいのか、また、何を
手続きすればいいのか分からない…そんな不安を
持つ方を、庄原市社協の職員と地域の「生活支援
員」さんが安心して暮らせるようサポートします。

※お手伝い 1,500 円 / 回、預り物 1,500 円 / 月
　が必要になります。

　社協職員と相談しながら支援内
容を確認します。
　生活支援員も同じ地域に暮らす
住民だからこそ、安心して困りご
とやお金の相談ができます。

　認知症や障がいなどで、物事を適切に決めることが難しくなった場合に、本人の思いを大切に
しながら、財産や生活についての重要なことを決める人（成年後見人等）を家庭裁判所が選び、
ご本人に不利益にならないように守る公的な制度です。

　障がいや加齢により、ものごとを適切に判断することが難しくなった場合に、
他者から人権や財産を侵されることなく、尊厳を持って生活ができるよう、一緒
に考え自分で決めることをお手伝いしています。

◆かけはし（福祉サービス利用援助事業）

◆成年後見制度

　●各種サービスの利用や支払い手続きを
　　行います。

　●一緒に必要な生活費を考え、お金の
　　出し入れや、各種支払いをします。

　●「通帳」や「印鑑」などをお預かりし、
　　社協の金庫や銀行の貸金庫で大切に
　　保管します。

「生活支援員」さんが支援しています

●訪問などにより、利用者の状況に変化がないか見守りをします。
●生活に必要な契約や費用の支払いの手続きを行います。

　【お問い合わせ】地域共生推進課　Tel　０８２４ｰ７５ｰ０３４５

かけはし・成年後見制度のご案内
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自立相談支援事業　たんぽぽ
（庄原市委託事業）

その悩み、まずは話してみませんか？
ひとりで悩まずご相談ください

　悩み事があっても、‟ 誰に相談していいか分からない” と一人で抱え込んでいませんか？ 
　相談することで、一人では気づかなかった視点や選択肢が見つかるかもしれません。あなたの悩みに
寄り添い、お話をお聞きし、困っておられる事を整理していきます。解決に向けてどんな事が必要か、
一緒に考えていきましょう。

食べるものがなくて
困っている

収入が不安定で、
今後の生活に不安がある

しばらく働いていないので
仕事ができるか不安…

お申し込み
お問い合わせ秘密厳守・相談無料 地域共生推進課　　℡ 0824-75-0345

庄原市ふれあいセンター（庄原市西本町４丁目 5-26）

フードバンク事業は、今ある食べ物を大切にし必要な人に届けることで、
「もったいない」を「ありがとう」に変える活動です。

　社会の諸情勢により、十分な食料を確保できない人が増えています。ご家庭で消費できない
食料などありましたら、どうぞフードバンクにご寄付くださいませんか？

ご提供いただきたい食料
●お歳暮・お中元などで食べきれない食材
●非常食の缶詰やレトルト食品、米などで
　賞味期限がおおむね２か月以上あるもの

フードバンク
の仕組み

個人・団体・企業など

庄原市社協

食生活にお困りの方

提供を受けた件数 提供した件数

Ｒ４年度 １０３件 ２２３件

Ｒ５年度 ８０件 １８９件

Ｒ６年度※ ４０件 ６３件

 ※Ｒ６年度は９月末時点の件数を記載しております。

まだまだ募集しています。どうぞ皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
また、お近くで生活にお困りの方がいらっしゃいましたら、どうぞ庄原市社協へのご相談をお勧めください。

12月 18日（水）・1月 15日（水） 12月 27日（金）・1月 24日（金）
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比 和

庄 原

集まり場の再開！ワイワイ笹餅づくり【木屋原すみれサロン】

３つの集まり場で楽しい秋国【秋国ほほえみ会（サロン）・秋寿会（老人会）・秋国デイホーム】

　数年ぶりに木屋原地域の集まり場が再開しました！
　ひとり暮らしで家にこもりがちな人でも気軽に集まれる、笑いあえる場所をまた
作れないかと地域から声が上がり、サロンが復活しました！

　それぞれが役割をもちながら、メンバーの得意な事を活動に取り込んでいます。今年の夏は若
い人達と交流しようと、小学生や秋国を離れて暮らす人にも声をかけ、イベントを行いました。
秋国産のおいしいスイカを食べて、故郷を感じ、心を寄り添う楽しい世代間交流ができました。
心にふるさと秋国を思い続けることができるような繋がりづくりを続けていきます。

　川北町秋国にはサロン、老人会にくわえ、この五月にデイホームが始まり、集ま
りの場が３つに増えました。「今日も元気にきたね」とこまめに安否確認もできるし、
人と交流する機会ももちろん増えます。「おしゃべりするほど心が元気になるね！」
とみんなの笑顔も増えました。

サロンではお茶を飲んで
世間話をし、

デイホームでは運動して
ご飯を食べ、

老人会では味噌やスイカ
を作りました！

　６月、久しぶりに開催したサロンでは、笹餅づくりに挑戦しました。お餅を笹で包む工程が難
しく手こずりましたが、包んだ笹餅は柔らかく砂糖醤油とも良く合い、とても美味しかったです！ 
　できることをできる人が教え、無理せず続けていけたら…と世話人の方も話をしてくださいま
した。「生花もしよう！」「手芸もしよう！」と楽しそうに話されている皆さんを見て集まり場の
大切さを再認識しました。
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身、他人事ではない。何かできることはないか」との言葉を受け、本山青年会長を中心とした 7
人のメンバーでボランティアへ行くことが決まりました。それから、東日本大震災やすでにこの
地震へのボランティア経験者からアドバイスをもらい、多くの物資や食材の寄付が届きました。
　５月 24 日、ハイエースに物資を積み込み能登半島へと出発し、11 時間をかけ、その日の夜
現地に到着。翌朝、流されたままの木材や未だ撤去されない年賀葉書の幟旗をみて、復興の遅れ
に言葉を失い、しばし立ち尽くしました。
　「広島からも応援しているんだよ」の思いを込めて「広島風やきそば」の看板を掲げ、被災者
に提供。数えきれないほどの「ありがとう」の言葉をいただき

「みんなの思いを届けれた」と実感しました。
　一人の思いが７人の思いとなり、たくさんの思いがひとつに
まとまるこの地域を本当に誇りに思います。今回の経験がまた
次世代へとつながり、口和町の自主防災にとっても大きな力と
なることを期待しています。

口 和

総 領

‟おいティー″で乾杯！！【おむすびの会】

能登半島炊き出しボランティアへ【口和湯木青年会】

　令和６年元日、能登半島を襲った大地震は多くの人々の生活を一変させました。
　湯木青年会の２月会合の際に、新年を祝う日の災害であったこの地震の話題が上
りました。いまだに復興が進まない状況に、最年少の徳山恭平さんの「明日は我が

　総領町では、食に関心を持ち、食を見直し、健康づくり
に取り組む仲間で集って、おむすびの会を開催しています。
　今年度は「そうりょう産健康茶 ‟ おいティー” を作ろう」
をテーマに、毎月１回活動しています。

　ブレンドしたお茶は、今後、町内の集まり場でお披露目し、味の感想をお聞きします。改良を
重ねながら、来年度には「ブレンドティーの販売もできたらいいね♡」とメンバーみんなで計画
しています。新たな総領の特産品が誕生するのが待ち遠しいです！

町内に自生している野草
や木の葉を使った健康茶。
効果効能を調べながら採
取するものを決めます。

春には、甘草・よも
ぎ・玉ねぎの皮を、
秋にはイチョウ・柿
の葉を採取。

出来上がったものを
試飲。味や香りの特
徴をもとにブレンド
もしていきます。

乾燥➡蒸す➡煎る
などの工程を行います。

よ～く洗って・・・
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＊ひきこもり、不登校に関する個別相談会のご案内 ＊
（ご予約は、ＬＩＮＥ・メール・電話にて受け付けております）

●広島ひきこもり相談支援センターによる相談会

１月 21 日（火）13:00 ～ 15:00　１件 50 分 12 月 18 日（水）・1 月 29 日（水）
13:00 ～ 16:00　１件 50 分

●専門相談員による相談会

予約制

ＬＩＮＥ公式
アカウント

coco.sapo.shakyo@gmail.com 080-8912-2299相談専用携帯相談専用メール

庄原市ボランティアセンター

　庄原市ボランティアセンターでは、ボランティア活動をしたい人とボランティアを頼みたい人をつなげる
活動をしています。このコーナーでは、庄原市ボランティアセンターの登録団体をご紹介します。

庄原声の友の会（代表：中原  美奈子さん）

　「広報しょうばら」「元気かわら版」「市議会だより」「しょう
ばら身障者通信」などの広報誌を毎月録音しＣＤを作成して、
目の不自由な方に郵送で届ける活動をしています。利用者さん
からの「庄原市の情報に加えて、声が一人ひとり違うので聞い
ていて楽しい」との声に、私たちの声も楽しみにしていただけ
ているようで嬉しく感じています。また、情報をお届けするこ
とで外出するきっかけになればと思っています。
　私たちは一人でも多くの方に声を届けたいと活動していま
す。お知り合いやお近くの方で、この活動を必要とされている
方がおられましたら、ぜひ、音声広報のことをお勧めしてみて
ください！

庄原市ボランティアセンター　庄原市社協　地域共生推進課内 ℡ 0824-75-0345

第９回

お問い合わせ

ボランティアの相談・登録については、お気軽にお問い合わせください。

「元気かわら版」などを録音している様子

　ＮＰＯ法人リョービ社会貢献基金庄原カントリークラブ様より、歩行車
３台を庄原市社協へ寄贈いただきました。
　大切に活用させていただくとともに、これからも地域福祉・在宅福祉の
向上に努めていきます。ありがとうございました。

ＮＰＯ法人リョービ社会貢献基金
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（９月1日～10月 31日受付分）

令和６年11月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただ
きました。ここに、ご芳名を報告させ
ていただきますとともに、心よりお礼
申し上げます。寄付者ご本人の承諾の
もと、氏名等を掲載しております。
（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・
県民税・市民税の寄付金控除の対象と
なります。

父

父

父

夫

父

寺元　静雄

三上　静馬

村田　勝

中林　直明

橋本　仁郎

古頃

古頃

古頃

比和

比和

寺元　豊樹

三上　翔平

村田　豊

中林　哲子

橋本　英樹

妻

父

父

川根千代子

林　繁實

下奥　守

上湯川

新市

和南原

川根　幸草

林　知恵美

下奥　朋則

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員
会費を、市内の地域福祉事業に貴重な財源として活用しています。
今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。

（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

塚本　捷支

母

母

妻

母

父

母

夫

母

父

母

父

父

母

母

母

母

母

子

母

父

父

夫

父

妻

父

夫

父

青木カネコ

春田　榮

元重幸恵

小林タツエ

赤堀　貞治

正國　藤枝

田邊　勝也

滝本久美子

日雨孫誠二

岡本　節子

五刀　哲夫

堀江　卓二

永山アヤノ

西木　美雪

常数ツヤコ

定丸サツ子

定丸　和子

山下　勉

庵原　しげ

大川　寅美

後藤　巖

槙原　義和

河面　昌彦

鳥井　幸恵

是行　登

生田　重穂

上野　千里

東本町

中本町

宮内町

大久保町

高町

本村町

峰田町

峰田町

峰田町

峰田町

春田町

実留町

一木町

板橋町

新庄町

新庄町

新庄町

上原町

七塚町

掛田町

掛田町

本郷町

殿垣内町

山内町

川北町

濁川町

実留町

伊東　節子

春田　賢治

元重　辰人

小林　伸明

赤堀　幹義

正國　裕

田邊恵美子

滝本　俊憲

日雨孫　誠

岡本　裕恵

五刀　悦次

堀江　直樹

松尾佳代子

中島恵美子

常数　勇

定丸　武良

定丸　和幸

山下　要

庵原　利一

大川　宏之

後藤　秀秋

槙原　良子

河面　輝

鳥井　芳雄

是行　康孝

生田　幸枝

上野　和馬

母

夫

母

父

母

祖父

父

母

山﨑喜美子

幡司　信之

杉　茂子

名越　光治

髙柴　良枝

内藤　嚴夫

田邉　恒治

中上　君江

川西

川西

川西

川西

小奴可

森

粟田

西城町平子

髙田　雪子

幡司　峰子

杉　浩治

名越　太郎

髙柴　直純

内藤　正伸

田邉あゆみ

新田　浩一

匿名希望

夫

父

父

妻

長里　均

細川　為春

熊本　稔

掛　頼子

湯木

金田

宮内

大月

長里　早月

細川　忠信

熊本　健二

掛　實雄

匿名希望

香典返しにかえて

夫

父

夫

父

母

夫

母

母

妻

夫

五島　崇夫

上貝　公一

山根　邦男

祢冝　勤

兼藤　房美

松尾　　實

若佐富寄子

角田　静美

荒木　時枝

廣田　剛

西城

栗

大屋

西区草津新町

平子

小鳥原

中野

大佐

八鳥

高尾

五島　直美

上貝　拓也

山根伊都子

祢冝　好信

兼藤　繁弘

松尾　節子

若佐　吉浩

角田　真紀

荒木　隆幸

廣田弓起子

夫 小林　憲三 川東 小林　愛子

夫

妻

母

父

母

勢村　守

中間美代子

岡田タミヨ

稲迫　俊美

横山　通惠

上領家

稲草

亀谷

下領家

稲草

勢村　哲子

中間　勲

岡田　佳典

稲迫左百合

横山　大治

㈱ＮＯＳＯＮ

ふじのや製菓

㈲湯川建材

高野設備㈲

㈱緑の村

㈲ミマデンキ

清永　隆浩

上田　正之

高北民児協

伍楽荘ボウル

三協自動車㈱

㈲板本建材

西城建設㈱

㈲吉本建具店

㈱板倉商店

藤岡　正登

㈲セルダムコーポレーション

匿名希望

“ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

三河内

比和

平岡　松嘉

森近　秋義

東本町

濁川町

川手町

青木カネコ

藤本　信明

田代　政之

見舞い返しにかえて

元気かわら版９月号（９ページ）に誤りがありま
したので、お詫びして訂正いたします。
庄　誤：父　　見田　努　　本町　　見田　清彦
原　正：父　　見田　努　　本町　　見田　靖彦

やまびこ祭り収益の一部として

比和 乙女会

口和 口和そばの会

イベント寄付

玉串料返しにかえて

口和 口和ゴルフ同好会

一般寄付
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一人旅、いざ京都へ！
　小学５年生の冬、突然の白血病の診断によって
12歳から車いすの生活を送ることになりました。
治療と寮生活のため、西城を離れ暮らしていまし
たが、一年半前、20歳を迎え、訓練校の卒業と
同時に帰ってきました。日々の楽しみはゲームや
YouTube、そして X（旧 Twitter）だけ。地元に
は連絡をとる友達もおらず、足の病気もあり、家
に閉じこもる日々が続いていました。
　そんな時、知り合いのおばさんが社協の人を連
れて会いに来ました。
　「一緒においしい物を作って食べよう」「モルッ
クって車いすでも出来るからやろうよ」と何かと
誘ってくるので「まあ、用事もないしとりあえず
行ってみよう」と行事がある度に参加していまし
た。自然と外出する機会が増えた事で、地域の人
と出会って話をする事にも慣れ、今では外出時の
お弁当のおかずもたまには自分で作っています。
　西城に帰り８ヶ月が経った頃、同じ趣味を持つ
ＳＮＳ上の友達から特撮イベントの誘いがありま
した。今までの自分だったらすぐに断っていたと
思います。ですが、少しずつ外出に慣れていた
ので思い切って、京都まで行く計画をしました。

初めての一人旅は不安で思った以上に疲れました
が駅員さんや友達に支えられ無事成功。
　人とのつながりは悪くないし楽しい事が出来る
と改めて知りました。あの時近所のおばさんと社
協の人が来た時、勇気を出して一歩踏み出して良
かったと思っています。
　これから先、いろいろな困難を感じた時、つな
がりがあれば乗り越えられると感じています。

西 城

西城地域センター
地域福祉コーディネーター　　池尻  裕子　

三
み た

田 晨
あ す か

歌さん

①京都のイベントで記念撮影
②③グラウンドゴルフやモルックなど地域行事にも参加

三田くんの世界が広が
り、いろいろなことに
チャレンジしてくれる
姿を何よりもうれしく
見ています。これから
も一緒に楽しいことを
しよう♪

１

２

３


